
レシピ ♯０11 Ｒ５.３月

子どものやる気スイッチを入れる言葉
「なぜ？」「どうやって？」

〔安達地区〕

幼稚園 年中・年長児の保育より

砂が崩れてしまって困っ
たね。どうやったら水をため
ることができるかな？

大型積み木を並べてコースを
作り、コースのスタートからボ
ールを転がす子どもたち。ゴー
ルまでボールが転がり、喜ぶ子
どもの姿を見て保育者は･･･

砂場で「今日は温泉を作る！」
とはりきる子どもたち。水をた
めると砂が崩れてしまい、なか
なか水をためることができない
様子を見て保育者は･･･

うまくいったのはなぜかな。
このぐらいの力で転がしたら
どうなるかな。やってみよう！

すごいねえ！なぜ成功し
たの？○○くんの大成功
のひみつ知りたいな！

どうして崩れて
しまうのかな？

砂で壁を厚く
したらどうかな。

やってみよう！ うん！

やさしく転がしたらゴールまで行っ
たよ。ボールを変えるとどうなるかな。
【自立心、思考力の芽生え】へ

○○くんと一緒にやったらいい
考えが思いついたよ！
【協同性、思考力の芽生え】へ

保育のワンシーン

この園では、保育者は子どもが自分で考えたり、自分の言葉で表現したりする
ことができるよう、意識して言葉掛けをしていました。
子どもの考える力を育むためには、「ボールがゴールまで転がってうれしい」「砂
が崩れてしまって困った」という気持ちに共感するだけでなく、さらに理由や仕
組みを考えることができるようにすることが大切です。
保育者が子どもの姿を丁寧に見取り、子どもの目線に立って「なぜ？」「どうや

って？」と言葉をかけることが、子どもたちのやる気スイッチ（学び）につなが
っていました。教師の発する言葉の影響力は、大きいですね。
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ここがオススメ！
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